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し あ わ せ を 求 め て

1店を ＿1ぐてHiイIi（乍りiこt，りを出す。町i散どのl1に地元の小学校iこ寄付するのだそうだ。

＂がんばらな し、 と 、 I~などの I i iまもうす ぐだよ ＂ と男性職は 1こ占をかげられ、 ＂大丈夫

fこ ．t＂と）じ氣でl［戦し てし、らっ しゃ：：：） e この部村のI¥閲に（ま、その小学校の生徒さんか

ら昭ら．｝lたと1.、う 、 r•• 作り のル ーム アク ・ヒ ·l/· リーが飾られて し、 る。 （第二聖明［闘）
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写真を とお願し、したら＇＇ 今お洗（朴終えたとこ ろで、部屋中ちらかってるの、これから片

付けると こなのよ＂とおっしゃる 。そのままで片付げをしてし、るところを、と重ねてお願

し、すると＂でも前かけなんかしてるからはずそうかしら”とおっしゃる。その方がかし、が

し、しくて素敵です、 とし、 うと` あ` ら、そうお ？”とにっこりされた。 （聖明園）
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し； お誕生会は、11［月、 その月のお誕生名への1点Iにからの フレゼントて始 ： ．． 
:. J ： 
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まる。 日ごろかかわり のある地元の人をゲストに迎え るのが恒例で、

の日（通算50回目 ）は、
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計梅線東，’i梅から 1.5 kmとか、 敷地 8T•坪の闊台にぱ 、 さわやかな風

に外とんぽがとんてし、た。すばらしし、1,1然蹂境、そこに、JI"．明糾祉協会

の紆‘i的になる盲ど人ホームl¥')_IリJI点l、第 ＿ぴ＼＂叫園、 起屈・不I’1由な老人のた ： 

めの施設（約半数が盲老人）‘/：「 I：見園（まあった。 i 
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やおやさん1:thi「l、スーパーマ

ーケノト 1ま週に 1|I II、施設内に必

1占もあるげれど、こうした外との

桜触も小i舌に＇稔化を つけてく ILる。

ー^』．．、..ヽ・ ~--····· ~v...., 
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日‘常における ＂しあわせ＂ということを考えてみた 。孤独でないこと、

単調てなし、こと、JUj行を持てること、JUJ持を持たれること。迎うかな？

これがすべてではなし、かもしれなし、けれど、これだけが満たされるのは

並たし、てし、のことではなし、0

きめ細かく 、心をこ めて、盲老人のための日々をきざんでおられる本

問園長をは じめとする閲係者の方々には頭が下がった。
｝ 

•,^ ̂  • •,.. .. • •～へ•,．．． ．ヘヽ ッ，．．．． ．． ーヘ ..ヽヽ ヽ’’’べ，ー・•,. . 9 9 9.  ~‘,., • , 9. ~ ’̀’’`＇●．．，．．^．．．，．．，．`‘̂．．．．．．パ・ ~’● ●,...,―̂... 9, A.‘’^, ~ • 9 • 9 9.. ̂ ‘‘”9..; 



スイスのホーム

ジュネープの盲老人のための施設

Serrice social pout 

havdicapeg de la vue 

（昭和53年以）

完成して 1年

設備は美しく、 整って柑黎で、

そして、

盲老人逹はどこかさびしそう 、大切

なのは、決して設備だけで1まないと

実感させられた。
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立ち読み版はここまでとなっております。

続きをお読みになりたい場合には

社会福祉法人 視覚障害者支援総合センター

までお問い合わせください。
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編 集後 記

卯忍いと冨っていたのに、もう 虫のすだく秋とな って しまった。時の流

れはたれに も平等にやってくる。節害者であろう と、健常者であろう と時は

平等に過ぎていく 。

この号は、盲老人福祉問超を中心テーマとして取りあげた。そ して中部地

区が担当 し、名古屋で編集会議が持たれた。名古屋は日本のヘソだとか、 ・偉

大なIll令たとかいわれ、いずれにしても知性が乏しいという印象があるよう

た。それでか、このたびのテーマの取りあけ方か、視：此防古者の社会の現実に

照 らして、あまりにも知性がないという そしりを免れない氣がしないでもない。

ニ：1社は医業である。修没年限など医師と同じように しなければならないと

いう主張か起きてく るであろう。その主張の中から視党節害者が除外されな

し、ように、今から対染を＼＇r.てておかなけれはな らなし、。あるいは、視党砕古
者の職業選択の自由とか、屯複仰古者の進路など）よ本的人桁にかかわる超屯

汲心I:il凶かあるのてはないかと苫われそうな氣かする。

とくに、盲老人の第 2‘,lt、第3軍の方々はこんなことを考えられるであろ

う 。 しかし、この方々にも時は同じように過ぎていくのである 。 執 —^fJ:者には、

一年いに もこの盲老人1!il}歯に関する最凶杵威者にお顧いするこ とができた。こ

れからの盲名人福祉似閲を考える手がかりとなれは幸いである。（勝川 武）
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